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３月第１例会（講演会） 

日時：３月１８日（土）午後３時～４時３０分 

場所：日本基督教団西那須野教会１階ホール 

内容：「もしもの時」に備えて話し合いましょう 

司会：田村 修也副会長

今月の聖句 

アブネルはヨアブに呼びかけて言った。「いつまでも剣

の餌食とし合うのか。悲惨な結果になることを知らぬわ

けではあるまい。       サムエル記下２：２６ 

那須ワイズメンズク

那須クラブ会長 主題 

地域につなげ那須ワイズ Ⅳ 
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連絡先：那須ＹＭＣＡ 〒320-0041 宇都宮市松原 2-7-42 （とちぎYMCA内） TEL 028-624-2546  FAX 028-624-248 

・４月第２例会（役員会） 

日時：３月２４日（金）午後４時３０分から 

場所：田村副会長宅・ＺＯＯＭ 

・４月第１例会（那須聖園老人ホーム訪問） 

日時：４月２８日（金）午前中 

場所：那須町寺子丙１４９８－２ 

・ワイズメンズクラブ設立１００周年記念祝賀会 

日時：３月１０日～１２日 

場所：台湾 

２月例会データー（出席率：８５.７％） 
在籍者 ７名 

出席者 ５名 メイキャップ １名 

メネット ２名 ゲスト １名 ユースリーダー ５名 

 

２月 Happy Birthday 
３/１３ 田村 修也メン 

 

 

クラブ役員 
会 長 ：河 野 順 子 
副会長 ：村 田  榮・田 村 修 也 
書 記 ：藤 生  強 
会 計 ：村 田  榮・鈴 木 保 江 
担当主事：平 山 雄 大 
ブリテン：田 村 修 也・村 田  榮 

２０２２～２０２３年度 主題 
国際会長：(ＩＰ) ウルリック・ラウリドセン（デンマーク）

「輝かそう、あなたの光を」 

アジア太平洋地域会長：(ＡＰ） チェン・チ・ミン(台湾) 

「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 

東日本区理事：（ＲＤ） 佐藤 重良（甲府２１） 

「未来に向けて今すぐ行動しよう」 

北東部長： 大久保 知宏（宇都宮） 

「クラブのミッションを育てよう」 
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巻 頭 言 

田村 修也 
 
 ２月１８日に久しぶりに末の娘が帰ってきた。妻と次女が妻の末の弟夫妻に誘われて、京都への旅行に

行くのに合わせて帰って来てくれたのである。２月２１日に妻たちが帰宅するので、その日に富士見市の

自宅へ帰って行った。帰宅する最後の晩に、近くに住んでいる幼稚園時代からの親友と夕飯を共にして旧

交を温めたのである。そして、その親友を伴って夜遅く帰って来た。私も加わっていろいろと話をしてい

くうちに、末娘が小学校時代にＹＭＣＡ塩谷キャンプ場で開催された夏のキャンプにその友人もさそって

一緒に参加した話になった。その友人は、「あの時は誘われてどうしようかと迷ったのだけれども、強く

誘われたので思い切って行くことにした。あの時は行って本当によかった。楽しかった。大学生のお兄ち

ゃんたちがとても親切にしてくれたことは今でも覚えている。」と話してくれた。我が家の３人娘もＹＭ

ＣＡのサマープログラムに幾度となく参加して、その度に竹の節のように大きな成長の糧になって来た。

忘れ難い財産として今も心に残っている。那須ＹＭＣＡの設立の動機の一つには、那須町からある少年が

宇都宮ＹＭＣＡのプログラムに一人で参加したことがあった。県北にＹＭＣＡが設立されればどれだけ多

くの青少年たちが、新しい出会いを通して豊かな成長の糧に与かっていくことが出来るか、そのためにも、

どうしても県北にＹＭＣＡが必要であるとの熱い思いがあった。宇都宮と那須の間の距離は約５０ｋｍ

で、自動車でもほぼ１時間で来られる距離にあるが、那須ＹＭＣＡの設立までには２０年の歳月が必要で

あった。娘たちの話を聞きながら、改めて子ども達の心に刻まれたボランティアリーダーの存在の大きさ

を知らされた。ＹＭＣＡの活動はボランティアリーダーの働きによって青少年の心に刻み込まれてゆく。

ワイズの信条の第２は「青少年のためにＹＭＣＡにつくそう」である。これからもなお一層、ＹＭＣＡと

ボランティアリーダーの活動を支援して行きたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３．２.１８ リーダー報告会 於：日本基督教団西那須野教会 
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２月第１例会(リーダー報告)報告 
日時：２月１８日（土）午後４時３０分～ 

場所：日本基督教団西那須野教会 

出席者：河野、田村、村田、藤生、平山の各メンバ

ー、田村、村田メネット、ゲスト：原田、潘牧師、

リーダー５名 計１４名 

「リーダー報告会」をテーマに、那須ＹＭＣＡユ

ースボランティアリーダー５名をゲストに迎え、リ

ーダー２名が参加した「ユースボランティアリーダ

ーズフォーラム」（以下ＹＶＬＦ）と「全国ＹＭＣＡ

リーダー研修会」（以下全Ｌ研）の報告会を行いまし

た。 

初めに〝せっぷぅ〟こ

と佐藤彩華リーダーより、

ＹＶＬＦへの参加報告が

行われました。ＹＶＬＦ

はワイズが主催する「経

験の浅いリーダーのため

の交流会」であり、２０２２年度は９～１０月の２

泊３日（会場：東京ＹＭＣＡ山中湖センター）にて

行われました。『自分の分身を知る』をテーマに話し

合いがなされ、「リーダーとして成長するために〝自

分を知る〟ことが必要」「そのために〝様々な場面で

の自分〟を挙げてみる」「すると自分の知らなかった

（意識していなかった）〝自分を知る〟ことができ

た」「（リーダーの枠を超えて）人として成長できた」

など、せっぷぅリーダーは自身の内面からのレベル

アップを図れた様でした。 

次に〝こーちゃん〟こ

と渡辺航平リーダーより、

全Ｌ研への参加報告が行

われました。全Ｌ研はＹ

ＭＣＡが主催する「経験

豊かなリーダーのための

研修会」であり、２０２

２年度は６月に１泊２日

（会場：熊本ＹＭＣＡ阿蘇キャンプ）、９月に２泊３

日（会場：熊本ＹＭＣＡ阿蘇キャンプ）、１１月にオ

ンライン（ＺＯＯＭ使用）にて行われました。こー

ちゃんリーダーにとってはちょっとレベルが高かっ

たようですが、その分刺激的な研修となったようで

した。６月は「ＹＭＣＡをより深く考え」そして「１

１月まで続く研修会をどう有意義なものとするか」

を話し合う研修とし、９月は「私たちが目指してい

く社会」について深く話し合う研修とし、１１月は

この２回の研修を受けて「ＹＭＣＡ毎の発表」（とち

ぎＹＭＣＡは〝子供達の自主性を大切にしたプログ

ラムを行っていく〟と発表）を行ったとのことでし

た。この研修から「自分の考え思いを言語化するこ

とがいかに大切か」「他ＹＭＣＡの経験豊かなリーダ

ーから多くの刺激を受けた」など、こーちゃんリー

ダー自身も心身ともにレベルアップが図れた様でし

た。 

報告の後、今春卒

業するリーダーへの

記念品贈呈とリーダ

ー育成資金贈呈を行

いました。 

ユースボランティ

アリーダーの成長に喜びを感じ、今後も少しでも力

になれたらと、思いを馳せる時間となりました。 

 

３月（第２例会（役員会）報告 

日時：２月２４日（金）午後４時３０分から 

場所：田村副会長宅 

出席者：河野会長、田村副会長、村田副会長、平山

担当主事、 

１． ３月公開講演会について 

 内容は、「ＣＳ 公開講演会（ＡＣＰについて）講

話河野順子会長」とする。３月１８日（土）午後３

時から４時３０分とする。場所は、日本基督教団西

那須野教会１階ホール。チラシ、ポスターの作成を

行い、多くの方々を招く。リーダーの参加も期待。 

メンバーは、２時１５分集合し、会場つくりを行う。 

２． ４月例会について 

３． 御園那須老人ホームへの訪問とし、４月２８

日（金）に訪問する。内容について、先方との調整

を行い、４月役員会で決定する。 

４． ４月役員会（第２例会）について 

 ３月２４日（金）午後４時３０分から、田村副会

長宅で行う。次年度計画について相談を行う。 

 

旧西那須野（那須西原）の緑と水（第１１８回） 
田村修也 

こうして、飲用水路の完成は、更に希望を膨らま

せ、当初の開拓事業の目的である那須野が原の水田

化に必要な用水路建設への要望へと高まり、国営事

業での実施に向けて、明治１６年（１８８３）１１

月7日から、印南さんと矢板さんは上京して政府へ

の陳情活動を再び開始しました。明治１６年から１

８年にかけて６回、滞在日数１２日から８７日、延

べ２５２日もの陳情活動でした。印南さんと矢板さ

んは、政府の認可が何時まで待っても下りないため
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に、もうこれ以上待つことは出来ない状況に立たさ

れたために、全財産を投じて、那珂川から水を引き

込む水門とトンネルの工事を始めました。しかし、

準備した資金も底をつき、もうこれ以上、銀行から

も借入出来なくなって途方に暮れた時、長年にわた

る努力が報われて、明治１８年（１８８５）４月１

４日付けで、国費１０万円で国の直轄事業で、１８

年から実施する決定を獲得することができました。

この決定の知らせを聞いた時のことを、印南さんは

ご自身の履歴書の中で、「明治１１年２月にもくろみ、

８ケ年の苦心をもって、今、大水路の開鑿の事、お

聞き届け相成り、実に天にも昇る心地せり。」と書き

記しています。 

 準備万端整いましたので、この政府の決定に基好

づき、翌年の４月１５日に、今立ってい（ここにる

この烏ヶ森の頂上で起工式を行い、この年の９月１

５日に那須疏水本幹工事が完成し、三島農場内（昨

日事前研修で行った那須野が原ミュージアムのある

所）で盛大に通水式が行われました。この通水式で、

印南さん矢板さんに対して、１０年間にわたる功労

が表彰されました。 

 更に、明治１９年夏までに支線工事も国の直轄事

業で完成し、その後の維持管理は地元受益者に引き

継がれ、那須水組が１９年（１８８６）１１月に設

立され、１２月１６日付けで水路が引き渡され、今

日ある水と緑豊かな那須野が原の基礎が築かれたの

でした。印南丈作さんは、この那須疏水の完成を待

つ様にして、明治２１年（１８８８）1 月７日に病

に倒れ、１２日には生前の希望により、二つ室の常

盤が丘に葬られました。まさに、那須野が原開拓の

ために捧げられた生涯でした。享年５７歳でした。 

 素掘りの水路の管理には大変な経費と技術と労力

が必要でした。そのため、開拓者たちは役員を中心

に一つとなって維持管理に勤めました。このことを

通して、住民自治の体質が培われていきました。 

 これが、那須野が原の第１の国家的なプロジェク

トです。第２の国家的なプロジェクトは昭和４１年

（１９６６）から平成７年までの２８年間の歳月と、

４８０億円の巨費を投じて実施された国営那須野が

原総合農地開発事業です。この事業で、那須野が原

開拓事業は完成し、その上、深山ダム、沼ッ原上池

とそれによる揚水発電所、戸田調整池、赤田調整池

（ここに、那須土地改良区事務所が設置されセンタ

ーになっている）の完成により、将来の水の需要に

対して万全の備えが出来上がりました。 

 旧西那須野町は栃木県内の旧４７市町村と全く異

なった特質があります。それは旧４７市町村には、

自然の川があり、その水によって命を与えられた森

や林という自然があり、その自然が作り出す「生き

た土」があり、その肥沃な土を頼りに、森や林を伐

り拓いて人が住みついて、集落が出来、その集落が

集まって村となり町になっていったという共通の歴

史を持っています。 

 宮沢賢治の童話に「狼の森、笈のもり、盗森」と

いう作品があります。この冒頭の部分に、日本の、

いや、世界に共通する人間の集落が出来てゆく初め

の姿が描かれています。森や林の近くで、きれいな

水の流れる川、肥えた土、陽当りの良い所を見つけ

て、木を伐り開墾し、作物を栽培して定住していっ

たのです。         （以下次号へ続く） 

 

西那須野幼稚園だより 

学校法人 西那須野学園 

西那須野幼稚園    

園長・理事長 福本 光男 

 「苦痛や病気、喪失に立ち向かうからこそ、 

        あなたは成長するのです。 

  苦難は決して罰ではなく、 

       あなたへの贈り物なのです。」 

        (エリザベス・キュープラ・ロス) 

 コロナ禍が３年も続き、ウクライナでの戦争も１

年になろうとしています。そのなかで、私達の心身

の大変さも続いています。 

 このような先が見えないＶＵＣＡの時代をより良

く生きるために必要な非認知能力の一つ「折れない

心」を支えてくれる多くのことばがあります。 

 冒頭のキュープラ・ロス(※1)は、「末期医療」、「死

生学」のパイオニアです。精神科医として、死にゆ

く患者さん達に寄り添いながらインタビューを行い、

死の場面に多く立ち会った経験からのことばです。 

 さて、「ネガティブ・ケイパビリティ」という非認

知能力があります。 これは、詩人のキーツのことば

で、ウィキペディアによると「不確実なものや未解

決のものを受容する能力」と定義されています。 

 先週のケアラーズ・カフェには、子育て中の親で

はなく、大学生が来てくれました。彼は、ヤングケ

アラーとして小学校時代から、認知症になった祖父

の介護をずっとしてきました。高校時代は、介護度

の進んだ祖父のケアを、夜遅いときには午前１時位

までしたこともあったそうです。また、夜中に起き

てオムツなどの排泄のケアをして、朝６時の通学電

車に乗る生活であったとのことでした。 

彼は介護経験を通して、効率の良い時間の使い方と
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集中力が身につき、電車では短時間で寝ることが出

来、大学卒業の必要単位を３年間で取得しました。

就職内定後の４年生からは、就職の予定先の職場で

インターンとして働いています。「大変な業種ですよ

ね」と尋ねますと、「今までの生活に比べれば何とも

ありません。とても楽しいです」と答えてくれまし

た。彼の「ネガティブ・ケイパビリティ」の高さに、

私のヤングケアラーのイメージが覆されました。 

 既にＶＵＣＡの時代をより良く生きはじめた彼の

ような今の子ども達は、戦後の混乱を生き抜いた子

ども達のように、この困難を通して「ネガティブ・

ケイパビリティ」の基礎を身につけているのでしょ

う。私は、この暗い時代に希望の光を見たように感

じます。私達も子ども達と一緒にこの贈り物として

の苦難を乗り越えていきましょう。 

 聖書には、「苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は

希望を生むということを。希望はわたしたちを欺く

ことはありません(ローマの信徒への手紙5・4-5)」

とあります。 

※1「死ぬ瞬間」、「続・死の瞬間」、「生命ある限り」、

「タギーへの手紙」 

(しらゆり2023.1.27号 加筆修正) 

 

 アジア学院たより 

学校法人 アジア学院      

アジア農村指導者養成専門学校 

校長 荒川 朋子 

アジア学院創立５０周年 

 今から半世紀前の１９７２年の春、独立戦争直後

の混乱から這い上がろうとしていたバングラデシュ

に、日本から救援活動のために、髙見敏弘先生ら後

にアジア学院の創設に関わる農村伝道神学校東南ア

ジア農村指導者養成所のスタッフと、応募で選ばれ

た５０人の若者が入りました。高見はこの若者たち

について「はっきりとした宗教的バックグラウンド

を持つものはあまりいませんでしたが、皆、とても

霊的に深いものを持ってはいました。現地に入ると

彼らは慣れないベンガルの文化と地政にすばやく適

応し、派遣された村々で回教徒、ヒンズー教徒、キ

リスト教徒、仏教徒、はたまたアニミストの村民た

ちと見事なまでに共に汗を流したのです」と言い表

し、彼らの姿にアジア学院の幻（ビジョン）を見たと語

っています。「これら青年ボランティアたちの、きつ

いけれども楽しい作業に献身的に打ち込む姿、そし

て村人たちが見せる熱狂的な対応に深く心動かされ

た私は、アジアの農村を念頭に置いた農村リーダー

訓練・育成計画の創設とその実践という幻を描くこ

ととなりました」。 

慣れない環境の中、辛くても嬉々として働くエネ

ルギッシュな青年たちと、彼らを熱い気持ちで受け

入れるバングラデシュの人々とが共に生きる新しい

世界、それを髙見先生が体験しなければアジア学院

が生まれることはなかったでしょう。 

 このアジア学院の原風景に見えるのは、多種多様

な人々が呼び集められて、互いに支え合い、互いに

愛し合うようになるという世界です。ここから始ま

って幻は現実となり、アジア学院はその原風景に近

い世界を、できるだけ忠実に再現しようと努力して

きたのではないかと思います。毎年世界中から多種

多様な人間たちが呼び集められ、神が創造された自

然と協働して、共に働き、共においしい食事をいた

だき、共に学び、共に祝い、共に楽しむ、つまり共

に生きるコミュニティを形成することは、この上な

い神様からの「贈り物」です。 

今、これからの５０年を考えた時、私たちはこの

贈り物をもっと多くの人々と共有したいと思い、こ

こから始まる未来に向けて「共に学ぼう、農村の未

来のために」というテーマを与えられました。この

テーマには、神様からの贈り物として与えられたこ

の素晴らしい学びのコミュニティを、これからの未

来においても、もっと多くの方々と共に学べること

のできる開かれた場として創造していきたいという

強い決意が込められています。 

そして私たちはこの理想の「共に学ぶコミュニテ

ィ」の創造を、「土からの平和」、「フードライフ」、

「気候正義と気候変動対策」、「教育」、「組織」とい

う５つの分野から総合的に、多角的に取り組むこと

としました。この取り組み方を「ホール・キャンパ

ス・アプローチ」と呼び、皆さんにより分かりやす

く、より参加していただきやすい方法で示し、様々

なプログラム、プロジェクトを展開していきたいと

思っています。 

共に学ぼう、農村の未来のために 

 

ＹＭＣＡだより 

【２月３日（金） ピンクシャツデーリーダートレーニング】 

社会全体がいじめに対して「自分事として」向き

合うこと、「傍観者にならないこと」がいじめられ

ている人を救うことになると私たちは考えます。今

年も各拠点がピンクに染まりました。また、今年は

ユースで2月3日に対面とZoomを用いてリーダーた

ちが集まり「誰かにとってのフツー」と「自分にと
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ってのフツ

ー」につい

て思いを出

し合い一人

ひとりが自

分の思いそ

して「誰か

にとってのフツー」について考える機会となりまし

た。トレーニングの中で高校生や大学生、社会人な

幅広い年齢層が集い感じたことについて語り合いま

した。 

【２０２２年度スプリングプログラムが始まります！！】 

「仲間と喜び・感動する春！」を合言葉に２０２２

年度とちぎＹＭＣＡスプリングプログラム申込が２ 

月１７日（金）１３時から始まりました！ 

今年も申込開始と同時にたくさんの申込がありま

した。最初のプログラムは３月２５日（土）にとち

ぎＹＭＣＡサッカー大会があります。サッカー大会

を皮切りに約２週間で７プログラムが行われます。

それぞれのプログラムにおいて子どもたちとリーダ

ーが出会い、今後の人生の礎となるような感動を子

どもたちに届けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【とちぎＹＭＣＡ・那須ＹＭＣＡ３月の予定】 

・３/４（土） サタデークラブ＠西那須野幼稚園（凧

揚げ） 

・３/５（日） とちぎＹＭＣＡ大会＠宇都宮市青少

年活動センター 

・３/１１（土） サタデークラブ＠西那須野幼稚園

（凧揚げ） 

・３/１２（日） Ｙ キッズ＠アクアワールド茨城県

大洗水族館 

・３/１５（水）さくらんぼ幼稚園卒園式 

・３/１６（木）西那須野幼稚園卒園式 

・３/２５（土）～ スプリングプログラム開始 

 

ユースリーダーのつぶやき 

 

 

 

 

今月は休みます 

 

編集後記 

・原稿は、予定通り集まったのに、発行者の怠慢か

ら遅れました。申し訳ありません。 

・スギ花粉の量は、中途半端じゃありません。目が

かゆく、顔もかゆい、くしゃみは出るしで苦しんで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡ

に入ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理

由は？６.今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言 


